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従来の評価「別府－万年山断層帯」

主要活断層帯の一つとして評価されていた

「別府－万年山断層帯」

その構成断層帯

・別府湾－日出生断層帯／東部・西部
・大分平野－由布院断層帯／東部・西部
・野稲岳－万年山断層帯
・崩平山－亀石山断層帯
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2

別府－万年山断層帯の長期評価の見直し

「別府－万年山断層帯」を３つの断層帯に整理

中央構造線断層帯
⑩豊予海峡－由布院

日出生断層帯

万年山－崩平山断層帯
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中央構造線断層帯の評価見直しのポイント
見直し

旧評価

● 【区間の追加】
⑩豊予海峡－由布院区間
・西端は由布院断層まで延長

全長約360km 約444km

追加

区間 規模（Ｍ） 発生確率のランク 備考

①金剛山地東縁 6.8程度 Ｚ 平均活動間隔：6-7.6千年 地震後経過率：0.2-0.3

②五条谷 7.3程度 Ｘ 最新活動時期：約2千2百年前以後、7世紀以前

③根来 7.2程度 Ａ 平均活動間隔：2.5-2.9千年 地震後経過率：0.4-0.6

④紀淡海峡－鳴門海峡 7.5程度 Ａ* 平均活動間隔：4-6千年 地震後経過率：0.4-0.8

⑤讃岐山脈南縁東部 7.7程度 Ａ 平均活動間隔：0.9-1.2千年 地震後経過率：0.6以下

⑥讃岐山脈南縁西部 8.0程度もしくはそれ以上 Ａ 平均活動間隔：1-1.5千年 地震後経過率：0.2-0.5

⑦石鎚山脈北縁 7.3程度 Z 平均活動間隔：1.5-1.8千年 地震後経過率：0.4以下

⑧石鎚山脈北縁西部 7.5程度 Ｓ* 平均活動間隔：0.7-1.3千年 地震後経過率：0.2-0.9

⑨伊予灘 8.0程度もしくはそれ以上 Z 平均活動間隔：2.9-3.3千年 地震後経過率：0.04-0.1

⑩豊予海峡－由布院 7.8程度 Z 平均活動間隔：1.6-1.7千年 地震後経過率：0.2-0.3

発生確率（高い順に）Ｓ→Ａ→Ｚ Ｘ（発生確率不明）
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３．スケジュール
２月２２日 県防災対策推進委員会で設置を承認
４月１９日 第１回大分県有識者会議開催
５月２８日 第２回大分県有識者会議開催
※第２回有識者会議にて、被害想定調査見直しの基本方針を承認
※会議の議論を踏まえて、「新地震・津波対策アクションプラン（仮称）」へ反映を検討

大分県有識者会議について
１．目的 「中央構造線断層帯の長期評価」の見直し（29年12月）にともない、県へ

の影響と対策について有識者から意見を求めることを目的。

【具体的な検討内容】隣接区間との連動による別府湾地震の被害想定とその対策

（「県地震津波被害想定調査」（25年3月）の見直し）
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